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読書メモ
1.10年後の仕事図鑑（新たに始まる世界で君は、どう生きるか）SB　Creative
落合陽一（ おちあい　よういち）　メディアアーティスト。1987年生まれ。東京大学大学院学際情報学府博士課程修了、博士（学際情報学）。筑波大学図書館情報メディア系准教授・デジタルネイチャー推進戦略研究基盤代表・JST CREST x　Diversityプロジェクト研究代表。
堀江貴文（ほりえ　たかふみ）1972年福岡県八女市生まれ。実業家。SNS media&consulting株式会社ファンダー。現在は、宇宙ロケット開発や、スマホアプリ「TERIYAKI」「755」「マンガ新聞」のプロデュースを手掛けるなど幅広く活動を展開。
内容と感想：
以前、落合陽一氏の「2030年の世界地図帳」を読んだが、今回は、落合氏と堀江氏の対談を見つけたので、その内容と感じたところを報告したいと思う。「10年後の仕事図鑑」は主に働き方についてスポット当てて描かれている。AIが登場し社会が変わっていく中で、どうやって個人がサバイバルしていくか、実業家として様々な事業を手がけるホリエモンこと堀江貴文と現在の魔法使いと言われ世界中が注目している日本の研究者落合陽一の対談がここに収められている。私たちは、一日の多くの時間を仕事のために費やしている。したがって、幸せに働くことができれば、幸せな人生を送ることもできるのでないだろうか？
この本は6つのチャプターに分かれている。それぞれのチャプターの内容を説明する。
「チャプター1」全てが逆転するこれからの働き方：
これまで会社と言う組織に属してその組織が求める仕事をこなしてきた。それにはやりたくない仕事も含まれている。仕事なんだから仕方がない。やりたくないこともやらなくやらなければいけない。堀江は、これからはAIの登場によりやりたくない仕事は全てAIがやってくれる。そもそも嫌々ながら働いていること自体が問題であり、人間はやりたいことを仕事にするべきである。例えばスーパーのレジ打ちと言う仕事は、誰がやっても同じようなクオリティーになる仕事は、AIにとって変わられる。機械は24時間働くことができる。コストの面から見ても人間よりも機械に任せた方が効率が良い。もっとお客さんとコミュニケーションをとりたいならその人にしかできない接客技術を身に付けながら働けばいい。落合もこれからは仕事の中で手に入れた技術や価値をどうやって運用していけば個人で稼げるようになるかを考えるべきだと言っている。大企業に入ったから安心なのではなく個人として大企業のリソースをフルに活用してやると言う意識が大切である。
「チャプター2」なくなる仕事・変わる仕事：
テクノロジーの登場により仕事はどう変わっていくかを説明している。ここでは、31の仕事を挙げている。AIにとって変わられる仕事としては弁護士が挙げられる。弁護士は過去の判例をもとに弁護をしているが弁護をしていくが膨大な量の判例を全て頭に叩き込む事は不可能である。しかしAIならば可能である。人間はどうしても主観が入るが機械は冷静で客観的で、膨大な量の判例から最適な判断を下すことができるため弁護士の仕事はAIに奪われる。他に仕事の内容が変わる仕事としては警備員が挙げられており、警備員は、立って監視する必要はない。これからは、ドローンでパトロールすれば良い。不審者を見つけたときだけ警備員がかけかけつければ良い。
「チャプター3」生まれる仕事・伸びる仕事：
ここでは12の仕事を例に出している。ポイントは好きなことを仕事にすること、例えばエンターティナーやアーティストはこれから伸びる仕事だと言っている。　エンターティナーもアーティストも、自分の好きなこと、やりたいことを追求する仕事である。今まではそんなことやってもかなりお金にならないぞと説教されていたことでも仕事になると2人は言っている。例えばけん玉名人やコンビニアイス評論家と言うジャンルを確立してそれで稼いでいる人たちがいる。自分の好きなことを突き詰めて他の誰にも真似できない技術を確立すればそれが仕事になる。
「チャプター4」お金の未来
このチャプターでは歴史から見るお金の本質とこれからの社会でお金はどう変わっていくかについて書かれている。そもそもお金とは信用である。お札やコインに価値があると誰もが信じている。逆にいえば、お金やコインじゃなくても信用があれば個人の信用に担保があれば何だって価値がある。今ではPayPay、LINE Payなど、そこにお金やコインがなくてもモノやサービスを交換することができる。（なぜならそこに信用があるからである。）そしてこれからは、個人でも信用を貯めるべきだと2人が主張している。仕事を通して素敵な人間関係を作り上げ、いつでもお互いに助け合うことができるようになっていれば、もはやお金やお札やコインとしてのお金は必要がないとまで言っている。お金はあくまでも交換の手段にしか過ぎない。自分の価値を高めるにはどうしたら良いかが大切である。
「チャプター5」日本の幸福と社会
主に教育と福祉について取りあげている。2人は日本の教育には意味がないと言っている。日本では、従来から富国強兵の名のもとに同じことを同じレベルで行う人間を大量に作り出すことを目的にしていた。しかし、そうではなく、それぞれの子供に合わせてカスタマイズされた教育を提供すべきとしている。また日本はテクノロジーを活用すれば超高齢化社会を乗り切れると言っている。不足している労働力は移民に頼るのではなく技術の力で補強すればいい。（堀江はそもそも日本にはもう魅力がないから移民がやってこないとまで言っている）。
「チャプター6」ピュアな情熱に導かれた自分の人生を生きよう
熱いメッセージを読者に投げかけている。AIが人間の仕事を引き受けてくれるようになれば、私たちは多くの時間を手に入れることができる。その時間を使って自分が本当にやりたいことを自分が好きなことを追求すべきと堀江は、言っている。落合は、モノ作りができる人にこそ価値があると言っている。自分の内なる声に耳を傾け自分で没頭できることを突き詰めていきそれで人を喜ばせることができれば確実にそれはその人しかできない仕事になると言っている。インターネットやSNSの登場によって私たちの身の回りには多くの情報が溢れるようになった。
特に感じたこと(思いつくまま)：

1 なくなる仕事・変わる仕事と、生まれる仕事・伸びる仕事がイラスト付きで上手くまとまっており、とても読みやすかった。この本を読んで、これからは「AIに仕事を奪われる」という考え方をするのではなく、AIを利用しながら好きなことに没頭しレアな人材になることによって、これからの時代を生き抜くことの必要性を感じた。(在職中にこの本に出会えればもっとよかった)
2 これからは、事務的、機械的な仕事をAIが代替していく中で、自分の仕事は残るのか、不安になっている場合ではなく、自分自身で物事を考え、突き詰めて、好きなこと＝仕事というように昇華させて生きた方が楽しいのではないかということを考えた。どのように楽しく、充実した人生を送ればいいのか、最低限のヒントは提示してくれていると思う。一方でそのまま現状維持を望む人たちについても言及しており、そういう人たちは、その仕組みの中で自分を最適化して生きれば良いとしている。とにもかくにも「好きなように生きろ」というメッセージ性はよく伝わった。
3 　昨今の時代の流れからどのような職業が衰退・注目されているかを挙げ、これからの仕事全般に対しての必要な考え方について堀江・落合氏がそれぞれ述べている。これまで嫌なことでも我慢して家族のために仕事を続けて、経済的に安定することが当たり前という風潮があった。しかし、これからはAIに真似できない「個性」が重要視され、「個」の時代にシフトしつつある。今、熱中していることをお金がもらえるレベルまで上達させ、仕事にすることがこれからのサバイバルで生き残ることにつながる。
4 2人のメッセージはすごくシンプルである。好きなことを思いっきりやれ、と言う一言に尽きる。未来を恐れずに、過去に執着せず、今を生きろ。堀江の最後のメッセージが胸に響く。
2.心の相続　　（あなたは、何を遺しますか？）　　　SB新書
五木寛之　1932年福岡県生れ。戦後、朝鮮半島から引き揚げる。早稲田大学文学部ロシア文学科中退。1967年「蒼ざめた馬を見よ」で第56回直木賞を受賞。1981年から龍谷大学で仏教史を学ぶ。主な著書に「青春の門」「百寺巡礼」「孤独のすすめ」など。
内容と感想：
五木寛之の本は、学生時代によく読んだ。記憶に残っているのは「さらばモスクワ愚連隊」「風に吹かれて」「ゴキブリの歌」などである。この本は、2000年7月に発刊されたようで、まだ、発刊間もないが、たまたま見つけたので、入手した。
目次：第1章 こころの相続とは何か?　　　　　第2章 親からの相続を考える
第3章 相続するもの しないもの　　　　第4章 記憶力よりも回想力を
第5章 日本人としての相続とは　　　　　第6章 いまこそ記憶の相続を
感じたことをランダムに記載すると：
1 私たちが相続するものは、経済的な「形あるもの」ばかりではない。人との挨拶の仕方、お礼の言い方、そのほか数えきれないほどのものを、私たちは相続している。いまこそ「形なきもの」の中にある大切な相続財産に目を向けよと訴えている。両親との記憶、日本の文化や戦争へと広がっていく話題が書かれている。コロナで人と人とのつながりが問われるいま、五木の渾身のメッセージを強く感じる。
2 五木は、幼少のころに両親を亡くし、ほとんど記憶になく、親としっかり話が出来なかったことを大変悔やんでいる。（両親が何を考え生きたのか、両親の馴れ初めなど）。私の場合、父は、85歳で亡くなり、母は、現在92歳になる。父は、終戦後、ソ連に抑留され(シベリア抑留)、3年間もの間、極寒のシベリアで強制労働をさせられた。その時の話はあまり聞いたことがない。（ひょっとしたら、あまり話したくなかったのかもしれない）。以前、研究会の活動の中で「軍歴証明」というのを知り、この入手により、当時の状況がある程度把握できた。今になって考えると、もっと話を聞いておくべきだったと悔やまれる。
3 　冒頭に、秋刀魚のきれいに食べる女性（残った骨が”標本”みたい）との話がある。これも五木は、親からの相続と言っている。昔、私も会社で全く同様の経験をした。魚をきれいに食べる女性を見て、その時に「この方は、育ちがいいんだな～」と思った。
⓸　五木は、これからも語り継ぐべき戦争の記憶があるという。彼は言う「戦争はどう始まり、展開したかという「大局」ばかりが話題になる。しかし、一人の兵士や、戦地で生きた個人の体験こそ戦争の真実であり、彼、彼女らの記憶こそ後世に「相続」されるべきだ」。　確かに歴史には、思い出したくない「辛い記憶」「負の記憶」がある。それは、どのように語り継がれていくのだろうか？　特に印象深かったのは、「敗戦の混乱時の日本人女性の悲惨な体験」という内容である（添付別紙に内容を抜粋する）。この内容は、あまりにも壮絶でそして悲しく、一瞬、目の前が暗くなった。(この記事の内容は、以前、どこかで読んだような気もする・・・)
意見交換のテーマ：下記について、自由に意見交換したいと思います（感想含む）。
1. AIで本当に仕事がなくなると思いますか？（残る仕事は？消滅する仕事は？）
1 「10年後の仕事図鑑」では、なくなる仕事として次の31のものが挙げられています。
管理職、秘書、営業職、現場監督、エンジニア、弁護士、会計士・税理士・社労士など、スポーツの監督、介護職、警備員、教員、研究者、テレビ、事務職、倉庫業務、公務員、窓口業務、医師、クリエーター、アート、銀行員、運送業、翻訳、ドライバー、農業、顧客対応、コンビニのレジ打ち、書店、飲食店、物流、編集・校正、
2 生まれる仕事・伸びる仕事についてどう思いますか？
　　　「10年後の仕事図鑑」では、次の12が挙げられています。何か追加(または減少)されると予想するものは、ありますか？
　個人経営のお店、職人、ドローン、ショービジネス、テレビプレゼンスロボット、１億総クリエーター時代、予防医療、宇宙開発、感情のシェアー、観光業、AIを操る、音声認識技術

2. 人が相続すべきものは、たくさんあります。個人レベルからそれを超えた国や社会レベルのものまであります。自分自身をふりかえってみて、あなたが受けとった「「こころの相続」(日常生活の中で無意識に受け継いでいるもの含め)と感じるものがあれば、教えてください。また子供に相続したいものがありますか？（ある場合は、どのような内容ですか？）
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
別紙：「敗戦の混乱時の日本人女性の悲惨な体験」　歴史の表と裏
662人を日本に帰すため、ソ連人の性的暴行に耐えた未婚女性15人の苦しみ（P176）
敗戦の混乱時、日本人女性が味わった性暴力の悲劇
現実社会に「表」と「裏」があるように、過去の時代にも「表」と「裏」があります。私たちが生きた同時代についての記述すらそうだから、100年前、500年前ともなればなおさらでしょう。その当時に生きた人が、歴史の教科書を読めば、仰天するかもしれない。「これは一体どこの国の話だ」と
「一級史料があるから確実だ」などと言っても、その史料が時代の全体を語るわけではありません。最近になって、少しずつ敗戦時の旧満州や北朝鮮での「性接待」の話が語られるようになってきました。平成25年4月、昼神温泉などで知られる長野県阿智村に全国で初めての「満蒙開拓平和記念館」ができました。戦前からの国策として満州や内蒙古に送り込まれた満蒙開拓団の史実を、風化させることなく後世に伝える拠点として、作られたものです。開館以来、かつての開拓団の実像を伝える数々の資料を展示するほか、「語り部講話」として、当時の生き証人の体験談を聞く会が催されています。とくにその中で、開館直後、2013年7月と11月にお話をされた岐阜県旧黒川村満蒙開拓団の2人の女性の悲痛な体験談が、大きな波紋を呼びました。
ソ連軍の要求は「若い女性」の接待役だった
この話をきっかけに、いくつかの雑誌や新聞も特集を組み、2017年には「告白～満蒙開拓団の女たち」（NHK・ETV）や、「記憶の澱」（山口放送）などのドキュメンタリー番組も放映されました。体験談と報道の数々から浮かび上がってくるのは、次のような事実です。旧満州では、敗戦後、自分たちを守ってくれるはずの関東軍は撤退してしまい、多くの開拓団が孤立してしまいました。日ソ中立条約を破って侵攻してきたソ連軍のほか、いままで支配されていた現地人も一気に暴徒化し、敗戦国の弱体化した開拓団に襲いかかります。そこには略奪・暴行・虐殺・強姦など、あらゆる無法がまかりとおりました。彼女たちの隣の村の開拓団は、この無法に耐えかね、集団自決で全滅しました。黒川開拓団の中でも集団自決の声が高まりましたが、リーダーの一人が、「人の命はそんなに簡単なものじゃない」と主張して、思いとどまります。そしてリーダーたちは、たまたま団の中にいたロシア語のできる人間を通じて、近くに進駐してきていたソ連軍に、保護を求める交渉をしました。するとソ連軍は、兵の暴行や現地人の襲撃から団を守り食糧や塩を提供する代わりに、若い女性を将校の「接待」役として差し出せという条件を付けてきたのです。
このままでは集団自決しかない
つまり挺身隊のような形で、決まった女性たちを交代で慰安婦として差し出せということです。それはソ連軍側から一方的に強制されての行為ではなかった。開拓団としての取引きでした。夫や子どものいる女性には頼めないということで、結局、数えで18歳から21歳までの未婚の女性が15人選ばれました。「このままでは集団自決しかない。何とか全員が助かって帰国するために、団に身を預けてくれないか」と、必死の説得が行われます。「あなたたちには団を救う力がある。将来には責任をもつ」とも言われたといいます。女性たちが「絶対いやです」と拒否するのは当然です。そんなことをするくらいなら、死んだほうがましと、拳銃をもって飛び出した女性もいたそうです。結局、何百人もの命を守るためには断りきれず、当時21歳だったリーダー格の女性は、「日本に帰ってお嫁に行けなかったら、お人形の店でもやって一緒に暮らそう」そう言って、全員をなだめたと言います。
ベニア板張りの「接待場」で泣き叫ぶ女性たち
連れて行かれたべニア板張りの「接待場」では、女性たちは布団の上に並んで横たわりました。彼女たちの言葉を借りれば、「辱めを受ける」あいだお互いに手をしっかりと握りあい、泣きながら暴行に耐えたそうです。覚悟していたとはいえ、「助けて、お母さーん、お母さーん」と泣き叫ぶ女性もいました。暴行の事後処理として、彼女たちは医務室に行き、性病や妊娠を防ぐために薬品を管で体内に注いで洗浄を受けます。彼女たちより年下の女性が、泣きながらその冷たい薬液を注ぐ仕事を手伝ったという証言も残っています。こうして、何カ月もの過酷な試練に耐えた結果、黒川開拓団は暴徒の襲撃から守られたのです。ただ15人の中の4人は、性病や発疹チフスにかかり、帰国できないまま命を落としました。集団自決をする開拓団が相次ぐ中で、総員662人の開拓団のうち451人が生きて帰れたのは、まさに彼女たちの犠牲のおかげだったと言っていいでしょう。90歳近い高齢になりながら、70年間も封印してきた辛い記憶を、よくぞ語り継ぐ気持ちになってくれたと思います。
帰国後に向けられた中傷、差別的な言葉
それにしても、彼女たちは、その辛い記憶をなぜ封印してきたのでしょうか。それは思い出したくもない辛い記憶だったからでしょう。しかし、思い出したくもないその「辛さ」が、じつはあの忌まわしい凌辱の「辛さ」だけではなかったからなのです。本来なら土下座してでも感謝しなくてはならないはずの彼女たちの行為に対して、心ない中傷や差別的な言葉が仲間内でそこここでささやかれ、それが彼女たちにも感じられたからでした。そうした言葉は、じつは辛い「接待」が行われている当時から、すでに囁かれていたといいます。国に帰ってからも、ほかの女性の身代わりで「接待」の回数が多くなった女性が、仲間の男たちから「○○さんは好きだなー」とからかわれたり、「（体を提供しても）減るもんじゃなし」などと言われたりしたといいます。これらの言葉は、凌辱の体験以上にどれほど彼女たちの心と体を傷つけたでしょう。そして、「露助（ソ連兵）のおもちゃになった人」「汚れた女」といった秘かなレッテル貼りが、人びとの間に根強く残っていたのです。この「接待」の事実は、女性たちの将来のためにも良くない、団の恥でもあるとして、開拓団もひた隠しにしてきました。昭和58年には、「接待」のことが実名を伏せて雑誌「宝石」に書かれましたが、地元の書店では人目に触れないよう、開拓団関係者によって買い占められたといいます。
ようやく語られ始めた忌まわしい戦争の記憶
このように、彼女たちが「辛い記憶」を封印してきたのは、あの忌まわしい体験を忘れたかっただけでなく、それ以上に、いわれなき中傷や差別という「辛い体験」を思い出したくなかったからでしょう。そこに開拓団としての意向も働き、事実は封印されてきたのでした。しかし、そこで声を上げた女性がいます。女性たちも高齢になって次々と世を去り、このままでは自分たちの身を挺した体験が埋もれてしまうと、考えたのでしょうか。リーダー的な存在だった女性が、「このままあの事実をなかったことにはできない」と立ち上がり、昭和56年に、現地で亡くなった4人の女性を慰霊する「乙女の碑」が建てられました。碑は高さ1.3メートルの観音石像で、左手に願いをかなえる宝珠、右手に音を出して道の害を払う錫杖をもち、優しい眼差しで前方を見ています。そして2018年11月、4000字を超える詳細な碑文がパネルに記され、「乙女の碑」の脇に建てられました。
無名の「乙女の碑」、記憶を未来に語り継げるのか
「乙女の碑」を建てたリーダー格の女性は、碑文の完成を見ないまま、91歳で亡くなりました。しかし、彼女の願いの一部はやっとかなえられたと言ってもいいでしょう。彼女たちの語り継ぎの決意は、ようやく実りはじめているようですが、遺族たちにとっては依然として、釈然としない思いが残ります。経緯を示す碑文は立派なものができましたが、そこには15人の乙女の名は1人も記されていません。「ひめゆりの塔」や「原爆の碑」には犠牲者の名が記されて、一人ひとりその尊い犠牲に敬意が払われています。遺族の中には、開拓団の命を救うために尊い犠牲を払った彼女たちの名は、もっと誇りをもって語られていい、という人もいるようです。しかし、「誇り」というにはあまりに悲惨な体験です。私の願う語り継ぎによる「こころの相続」は、どのように語り伝えられるのでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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